
様式第 2号（契 第 1条関係）                                      （H280601適用） 

  現 場 説 明 書            水道局 浄水部 施設課 

   下記のとおり説明いたします。 

１ 設計番号 水施建施 第 30-51 号  

２ 委託業務名 新浄水場整備に係る浄水処理方法検討業務委託 

３ 現場説明場所  

 

４ 

 

説 

 

 

 

明 

 

 

 

事 

 

 

 

項 

 

※本業務委託は，「水道事業実務必携（平成 30 年度版）全国簡易水道協議会発行」等によ

り，予定価格を算出している業務委託です。 

 

１． 本委託の履行期限は，平成３１年１１月２９日までとする。 

 

２． 本委託は，仙台市水道局契約規程（昭和 39 年仙台市水道局規程第 17 号），契約書

及び設計図書に基づき行うものとする。 

なお，設計図書と参考図書の取扱いは，次のとおりとする。 

図書名 設計図書 参考図書 

設計書表紙 ○  

現場説明書及び回答書 ○  

特記仕様書 ○  

数量総括表 ○  

業務委託費内訳書  ○ 

内訳書  ○ 

  

３． 本委託においては，仙台市水道局作成の土木設計業務等委託共通仕様書(平成30年4

月)に基づき履行するものとする。  

 

４． 業務実績登録（テクリス） 

受注者は，契約時又は変更時において，業務委託料が 100 万円以上の業務について，業務

実績情報システム（以下「テクリス」という。）に基づき，受注・変更・完了・訂正時に業務

実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し，受注時は契約締結後，15 日（休日

等を除く）以内に，登録内容の変更時は変更があった日から，15 日（休日等を除く）以内に，

完了時は業務完了後，15 日（休日等を除く）以内に，調査員の確認を受けたうえで，登録機

関に登録申請しなければならない。なお，登録内容に訂正が必要な場合，テクリスに基づき，

「訂正のための確認のお願い」を作成し，訂正があった日から，15 日（休日等を除く）以内

に調査員の確認を受けたうえ，登録機関に登録申請しなければならない。 

登録できる技術者は，業務計画書に示した技術者とする（担当技術者の登録は８名までと

する）。 

また，登録機関に登録後，テクリスより「登録内容確認書」をダウンロードし，直ちに調

査員に提出しなければならない。なお，変更時と完了時の間が，15日間（休日等を除く）に

満たない場合は，変更時の提出を省略できるものとする。 

 

 

５． 受託者は，仙台市水道局契約規程及び前金払取扱要綱の定めにより，前払金の支払

いを請求できる。 

 



様式第 2号（契 第 1条関係）                                      （H280601適用） 

６．   成果品 

成果品については仕様書に基づくものとし，調査員と十分協議のうえ提出するものとする。 
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１．一般事項 

１－１ 適用範囲等 

1） この仕様書は，仙台市水道局（以下，「水道局」という。）が発注する「水施建施 第３

０－５１号 新浄水場整備に係る浄水処理方法検討業務委託」に適用する。また，本業

務委託を受注した者を，以下，「受注者」という。 

2） 本業務委託は，仙台市水道局契約規程に基づく契約書及び設計図書に基づき行うもの

とする。 

3） 本業務委託は，水道局作成の土木設計業務等委託共通仕様書（平成 30年 4月）（以下，

「共通仕様書」という。）に基づき履行するものとする。 

4） これらの規程に適合しない事項については受注者と水道局が設置した調査職員との協

議によるものとする。 

 

１－２ 履行期限 

本業務委託の履行期間は，着手の日から平成31年11月29日までとする。 

 

１－３ 前払い金の請求 

受注者は，契約書及び仙台市水道局契約関係規程の定めるところにより，前払金の支払を

請求できる。 

 

１－４ 測量調査設計業務実績登録（テクリス） 

受注者は，契約時または変更時において，業務委託料が100 万円以上の業務について，業

務実績情報システム（以下，「テクリス」という。）に基づき，受注・変更・完了・訂正時

に業務実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し，受注時は契約締結後15 日

（休日等を除く）以内に，登録内容の変更時は変更があった日から15 日（休日等を除く）以

内に，完了時は業務完了後15 日（休日等を除く）以内に，調査職員の確認を受けたうえで，

登録機関に登録申請しなければならない。なお，登録内容に訂正が必要な場合，テクリスに

基づき，「訂正のための確認のお願い」を作成し，訂正があった日から，15 日（休日等を除

く）以内に調査職員の確認を受けたうえ，登録機関に登録申請しなければならない。 

登録できる技術者は，業務計画書に示した技術者とする（担当技術者の登録は８名までと

する）。 

また，登録機関に登録後，テクリスより「登録内容確認書」をダウンロードし，直ちに調

査員に提出しなければならない。なお，変更時と完了時の間が，15日間（休日等を除く）に

満たない場合は，変更時の提出を省略できるものとする。 

 

１－５ 業務の再委託 

受注者は，契約書に基づき業務の一部を第三者に再委託する場合は，土木設計業務等委託

共通仕様書様式第93号「一部再委託承諾願」を提出し水道局の承諾を得なければならない。 

ただし，契約書第７条第１項に規定する「主たる部分」とは次に掲げるものとし，受注者

はこれを第三者に再委託することはできない。 

・業務委託における総合的企画，業務遂行管理，手法の決定及び技術的判断 

・上記と同等と考えられる計画，管理に関すること 
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なお，その他の項目について再委託する場合も，管理技術者ならびに担当技術者が主体的

に関与し，進捗・検討手法・結果等を十分に管理しなければならない。 

 

１－６ 管理技術者，照査技術者に関する要件 

1） 本業務委託においては，照査技術者の設置を要しない。 

2） 管理技術者には，次のいずれにも該当する者を設置すること。なお，管理技術者につい

ては業務の全般に亘り技術的管理を行わなければならない。 

①技術士（総合技術監理部門（上下水道）），またはこれと同等以上の能力を有し水道局

が認めたものとする。 

②継続教育（CPD）について，各団体（建設コンサルタンツ協会，日本技術士会，全国

測量設計業協会連合会等）が推奨する単位数に相当する数以上を取得していること（配

置技術者の直前 1ヵ年度の CPD取得単位を対象とする）。 

 

１－７ 配置技術者に関する要件 

本業務委託の履行には，水道施設の基本計画や導水・送配水に関する技術，土木構造物に

関する全般的技術等に関する知見も必要となるため，下記要件を満たす技術者を配置するも

のとする。ただし，本項における「配置」とは管理技術者・照査技術者としての設置ではな

く，専門分野に係る業務内容の確認を行う者を配置することを指し，専門分野毎に複数人を

配置すること並びに他の受注業務との兼務を妨げるものではない。 

また，配置技術者の全てが要件を満たすことを求めるものではないが，有資格者以外を配

置する場合には，有資格者による管理監督体制を担保しなければならない。なお，配置技術

者が要件を満たすことを確認するため，業務計画書に資格証等の写しを添付するものとする。 

配置技術者要件： 

技術士 上下水道部門（上水道及び工業用水道） ※資格保持必須 

 

１－８ 腸管系病原菌検査の実施および検査成績書の提出 

水道法第21条第1項の規定に基づき，本業務委託の従事者が現地踏査等のため，浄水場等

（取水施設，導水施設，浄水場，配水池）の水道施設内に立ち入りを行う場合には，対象者

について予め腸管系病原菌検査（対象：赤痢菌，サルモネラ属菌（腸チフス，パラチフス含

む））を行い，その検査成績書を事前に提出しなければならない。 

 

１－９ 注意事項 

1) 本業務委託に関わる現地踏査等は，主に稼働中の水道施設内において行うことから，水

道局所管施設へ入退出する際には，受注者は調査職員に対し事前に報告するとともに

了承を得ること。また，本業務委託に関係のない施設へは立ち入らないこと。 

2) 現地調査等において，水道局職員による施設の点検作業等他の業務が行われている場

合には，その妨げとならないよう十分に配慮しなければならない。 

3) 現地調査等の作業時においては，労働安全衛生規則等の関係法令の規定を遵守すると

ともに，必要な安全対策等の措置は受注者の責任において適切に行うこと。 

4) 現地調査終了後は，必要に応じて整理清掃を行い，現状復旧を行うこと。 
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１－１０ 成果物の著作権 

1) 受注者は，成果物に係る受注者の著作権（著作権法第 21 条から第 28 条までに規定す

る権利をいう。）を成果物の引渡し時に発注者に無償で譲渡する。 

2) 水道局は，当該成果物の内容を受注者の承諾なく自由に公表することができ，また，受

注者が承諾したときに限り，既に受注者が当該著作物に表示した氏名を変更すること

ができる。 

3) 受注者は，発注者が当該著作物の利用目的の実現のためにその内容を改変しようとす

るときは，その改変に同意する。 

4) 受注者は，発注者が承諾した場合には，成果物（業務を行う上で得られた記録等を含

む。）を使用若しくは複製し，又は当該成果物の内容を公表することができる。 

 

１－１１ その他 

1) 本特記仕様書，設計書に記載のない事項であっても，社会通念に照らし業務を履行する

上で明らかに必要と認められるものについては，受注者の責任で行うものとする。 

2) 受注者は，本業務完了後であっても水道局から説明を求められた場合は，速やかに担当

者を派遣し，説明を行うものとする。 

3) 受注者は，常にコンサルタントとしての中立性を堅持するように努めなければならな

い。 

4) 受注者は，如何なる場合であっても業務上知り得た事実を外部に漏らしてはならない。 
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２．業務内容 

２－１ 目的 

本業務は「水計建施第27－2号 国見浄水場整備基本方針策定に係る基礎的調査・検討業務

(以下，基礎検討業務)」により提案されている，新浄水場の浄水処理方法案（急速ろ過方式

及び膜ろ過方式を候補としている）について，最新の知見等に基づき確認を行い，また，基

礎検討業務では触れられていないが適用可能な浄水処理方法があれば追加案の提案を行う

とともに前述案の比較検討を行い，今後，水道局での浄水処理方法を選定する際の基礎とな

る資料を整理するものである。 

併せて，比較検討の際に浄水処理方法に実証確認が必要な項目を確認した場合は，ミニプ

ラントによる実証実験の計画立案を行うとともに，実証実験結果の評価方法の提案を行うも

のである。 

 

２－２ 検討作業内容 

（１）現地調査及び資料収集整理  

国見浄水場や中原浄水場の取水・導水・浄水施設のほか，本業務に関連する箇所(以下

①)について現地を確認し，浄水処理方法選定に必要な事項を的確に把握する。また，水道

局提供施設図面等のほか，施設管理者からの聞き取りを行い情報の収集・整理を行う。な

お，水道局から貸与できる資料については，２－４（４）を参照のこと。 

①本業務に関連する箇所 

      ・大倉ダム ・青下ダム ・中原第二補充貯水池 

        

（２）他事業体の急速ろ過・膜ろ過導入状況調査 

   他事業体における浄水施設の更新・改修状況について，情報の収集と整理分析を行う。 

調査内容は，近年，他事業体において更新や改修を行っている施設における急速ろ過・

膜ろ過の導入状況や導入の経緯とし，対象は，概ね平成17年以降，更新や改修が行われ，

主として表流水を原水とする浄水場とする。また，急速ろ過については概ね50,000m3/日以

上，膜ろ過については概ね10,000m3/日以上の浄水能力を有する施設とする。なお，調査対

象については概ね５事業体とし，調査員と調整のうえ決定すること。 

 

（３）基本的事項の検討 

1) 原水水質の評価及び将来予測 

貸与する原水水質試験結果から，長期的・短期的（数年）な水質の変動傾向を確認し，

浄水処理方法を選定するうえで留意すべき水質課題を明らかにする。併せて，主要な原水

水質項目について，定性的評価や統計的手法等を用いて，概ね30年後の予測値を提案する。

原水水質の評価を行うためのデータは水道局より提供する。データの採取箇所は以下①

であり，データが収集された期間は，大倉ダムの水質試験が開始された昭和36年から平成

29 年度である（一部欠損あり）。また，データの貸与は紙媒体(一部電子媒体)で行う。 

なお，原水水質の将来予測については，基礎検討業務において一部実施しているため，

これを参考にすることができる。 

  

①水質データ採取箇所 

・大倉ダム流入水  
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・大倉ダム貯留水（表層・中層・下層の３箇所）  

・青下第一ダム貯留水（表層の１箇所）  

・中原第二補充貯水池貯留水  

・国見浄水場原水  

・中原浄水場原水 

 

2) 目標浄水水質の設定 

本市の基幹４浄水場の実績浄水水質，各浄水場水系の給水栓水水質，本市の目標浄水

水質及び管理目標値を整理する。浄水水質・給水栓水水質のデータについては，貸与する

ものとし，過去10年分のデータを対象とする。目標浄水水質及び管理目標値は，水道局の

最新のものを対象とする。さらに，国や海外（WHO，アメリカ，EU 等）の最新動向も可

能な限り収集・整理し，将来的な水質基準強化の可能性を調査する。そのうえで，新浄水

場で目指すべき目標浄水水質を提案する。 

 

（４）浄水処理方法案の確認・比較検討 

    最新の知見に基づき，基礎的調査で選定した各浄水処理方法案について確認を行い，

併せて必要があれば追加案の提案を行う。また，以下項目について，建設予定地へ浄水

能力が概ね100,000m3／日クラスの施設を建設した場合における，各浄水処理方法のメリ

ット･デメリット等について比較検討を行う。その際，排水処理フローについても各浄水

処理方法案と組み合わせた上で検討を行う。検討を行う排水処理フロー案は，基礎検討

業務により提案されている機械脱水方式を最新の知見に基づき確認を行い，必要があれ

ば他方式を含めて比較検討を行ったフローとする。 

比較検討を行った上で，補完する必要のあるデータがある場合は，後段（５）実験計

画の検討及び（６）実験結果の評価方法の検討を行うものとする。 

  1) 水質要求水準への適用 

（３）で整理した将来的な原水水質と目標浄水水質の要求水準に対して，各浄水処理

方法案の適用性について検証を行う。 

  2) ライフサイクルコストについて 

    各浄水処理方法案のイニシャルコスト・ランニングコストを含めたライフサイクルコ

ストについて比較を行う。 

  3) 敷地に係る検討 

各浄水処理方法案で想定される施設構成における，メリットデメリットの抽出を行う。

なお，新浄水場の建設場所は，現中原浄水場の近傍を想定しているが，詳細な位置及び

施設規模については別途指示する。 

  4) 維持管理性に係る検討 

①各浄水処理方法案の運転管理・維持管理に係る容易性や安定性等特性・リスクについ

て比較を行う。 

②各浄水処理方法案で想定される施設構成で新浄水場を建設した場合における運転管

理・維持管理に係る必要人員について調査を行う。 

 

（５）実験計画の検討 

1) 実験に向けた浄水処理方法案の選定 
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     （４）までの比較・検討を行った上で，新浄水場の浄水処理方法選定に際し，実証実験

により補完する必要のあるデータについて整理・検討する。そのうえで，実験を行う浄水

処理方法案を選定する。なお，補完する必要のあるデータがない場合は，（５）実験計画

の検討および（６）実験結果の評価方法の検討を，設計変更の対象とする。 

 

2) 実験処理フロー案の選定 

前述1）で選定した浄水処理方法案について，原水水質の分析結果並びに目標浄水水質

を踏まえて，実験を行うミニプラントスケールの実験処理フロー案を検討する。処理プロ

セスや薬品注入箇所等の条件を整理したうえで，実験で採用する処理フロー案について

２～３案を選定する。 

 

3) 実験計画の検討 

ア 実験期間の設定 

想定している新浄水場整備に係る事業工程を踏まえつつ，実験を実施する期間を

提案する。実施期間は，最大で2年間とする。設定に当たっては，他の水道事業体に

おける事例を参考にする。 

イ 実験における運転調査項目の設定 

新浄水場における最適な運転条件の検討に資するよう，実験における運転調査項

目を設定する。 

ウ 水質測定項目・頻度の設定 

実験における原水・工程水・浄水の水質について，水質計器，手分析における測

定項目及び頻度を設定する。 

エ 実験スケジュールの検討 

実験期間における実験プラントの運転，保守点検，運転データ・水質データの取

得，実験結果の整理・分析等に関するスケジュールを検討する。 

オ 実験プラント設備の概略設計 

概略設計の目的は，概略容量計算，概略図（平面図，断面図，配管図等）の作成，

設置に係る概算工事費の算出である。 

概略図作成では，実験プラント設備の設置場所，設備を収納するための建屋，原

水取水場所，排水放流場所，原水槽，排水槽，原水管，排水管，電源供給箇所等，

実験を実施するために必要な施設を記載するものとする。なお，概略設計の際には，

必要に応じメーカーにヒアリングを行うものとする。膜ろ過設備の実験用ユニット

にて実験を行う際は，メーカーが保有するユニットを想定した概略設計とすること

ができる。  

 

4) 実験実施方法の検討 

実験を実施するにあたり，以下の事項について検討する。  

・実験スキームの検討 

  実験を実施するにあたり，水道局とメーカーの委託契約，共同実験などの枠組み

について検討を行う。 

・メーカーヒアリングの実施 
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  メーカーに対し，スケジュール・実験実績などのヒアリングを行う。 

・費用・作業分担（水道局，メーカー）の検討 

  実験を実施するにあたり，水道局とメーカーとの概ねの費用分担，実験にかかる

作業の分担範囲について検討を行う。 

・概算事業費の算定  

  前記 3)オで算出した概算工事費を含む実験に必要な資機材・作業等をすべてを

計上した概算の事業費を算定する。 

・実験公募資料（案）または実験業務委託資料（案）の作成 

  水道局が行う実験公募・実験業務委託に必要な実験計画を記述した仕様書（案）

を作成し，提案する。 

 

（６）実験結果の評価方法の検討 

      実験結果は，（４）浄水処理方法案の確認・比較検討で検討された内容に基づき，各

浄水処理方法案との比較検討を行うとともに，既存浄水場の実績等との比較検討を行う

必要がある。 

      水道局が合理的かつ適切に浄水処理方法の選定ができるように，実験結果の評価方法

を検討し，提案する。 

 

２－３ 報告書とりまとめ 

報告書のとりまとめにあたっては，本仕様書の構成を参考に分かり易く章立てするものと

し，その編集方法について予め調査職員と協議すること。なお，報告書の構成は必ずしも本

仕様書に記載された順序や項目名に囚われるものではない。また，第三者等へ説明資料とし

ての使用も想定し，絵や図，分かりやすい表現，語句の説明などを加えて整理する。 

報告書概要版は，第三者等が報告書の内容のあらましを理解することを目的とし，根拠と

なるデータ等は報告書本編にのみ掲載するものとして，極力簡潔なものとすること。 

報告書の本文及び図表類については，汎用の文書作成ソフト（MS-Word 等），表計算ソフ

ト（MS-Excel等），CADソフト（DWG形式で保存）を用いて作成し，納品後水道局での加工・

更新や二次利用が容易となるよう十分に配慮すること。 

 

２－４ その他 

（１）打ち合わせ協議 

設計協議は，業務着手時，中間２回及び成果品納入時に行うことを基本とする。本業

務委託に関する打ち合わせ協議（設計協議）は，第１回打ち合わせ（業務計画確認，条

件確認等），中間打ち合わせ（２回），納品時打ち合わせの合計４回を標準とする。その

他必要な対面若しくは電話等による打ち合わせは適宜実施するものとする。 

なお，打ち合わせ協議には，必要に応じて水道局の関係職員も同席する場合がある。

打ち合わせ協議資料は，受注者において都度必要な部数を用意すること。 

 

（２）水道局関連部署等へのヒアリング 

検討対象となる施設を管理している部署に対するヒアリングは，調査職員同席の上実

施することを基本とする。会議室等の手配は水道局にて行う。 
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また，ヒアリングを円滑に実施するため，受注者は予めヒアリングを行う項目，及び

必要に応じて貸与を希望する図書のリストアップを行い，調査職員に通知するものとす

る。 

 

（３）関係機関等協議資料作成 

その他検討の過程で個別に協議を要する事象が生じた場合には，当該事項に関する協

議を実施すべき官公庁等に対する協議資料の作成を行う。 

 

（４）水道局からの貸与品について 

以下の資料については，必要に応じて貸与する。 

・水道施設全般に関する資料（水道台帳，施設概要パンフレット等） 

・取水，導水施設に関する資料（施設概要，構造，維持管理状況，その他） 

・浄水施設に関する資料（施設概要，竣工図，構造，運転管理状況，維持管理状況，

その他） 

・水源に関する資料（水利使用許可書，許可申請書，その他） 

・原水水質，浄水水質に関する資料 

・地図資料（施設計画図，都市計画図，その他仙台市で調製している図面） 

・その他必要な資料 

 

（５）その他一般事項 

1) 準拠すべき技術水準等 

・技術的事項のうち仕様等が明確にされていない事項については，水道施設設計指針等

によるものとし，仕様の程度については標準的な水準を基本とする。 

・その他参考とすべき図書については，水道局「土木設計業務等委託共通仕様書」別添

４主要技術基準及び参考図書によるほか，その他図書の参照を妨げるものではない。

報告書で引用する箇所については，必要に応じてその出典を明らかにすること。 

2) 概算費用算出条件 

・概算費用の算定水準は，工種ごとの仕様に応じた単位施工数量あたりの単価に施工数

量を乗じる形で行うことを標準とするが，別途積上げによるべき工種についてはこの

限りではない。維持管理に係る費用の算定に用いる単価等は別途協議とする。 

・概算費用（イニシャルコスト）の試算に必要となる単価等については，受注者が標準

歩掛による積算，類似工事実績（費用関数），市場価格等から選定することを基本と

する。運転及び維持管理費用（ランニングコスト）の試算に必要となる人件費，薬品

費等については，受発注者両者の協議を踏まえてこれを設定する。また，工事費等に

ついては，土木，建築，電気，機械等工種ごとに算出するものとする。 
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３．提出図書（成果物） 

３－１ 成果物 

（１）報告書類 

２－３により作成した報告書及び付属図書並びに報告書概要版とする。 

 

（２）成果物の体裁 

1) 報告書は，箔押し黒表紙製本（パイプ式）形式，付属資料，図面等は取り扱いが容易な

図面箱製本形式を標準とし，仕様の詳細は調査職員との協議による。用紙サイズは，共

通仕様書に準じるものとする。 

2) 報告書概要版は，箔押しビニールファイル製本形式を標準とし，仕様の詳細は調査職員

との協議による。用紙サイズは，共通仕様書に準じるものとする。 

 

（３）提出部数 

・報告書（紙媒体）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０部 

・報告書概要版（紙媒体）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０部 

・報告書本文，図表，参照データの各種原稿一式（電子媒体）・・・・３部 

・その他調査員の指示するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・１式 

なお，電子媒体は DVDディスク等とする。 

 

以上 
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